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-------------------------------------------------------------------------------- 

【要 約】３月に収穫する作型に適した短形ダイコンは，障害が少なく揃いの良い「味短歌」

で，マルチは透明 9320 を用いるとよい。 

-------------------------------------------------------------------------------- 

【目 的】 

 ダイコンは都内における主力の野菜品目であるが，２～３月の初春は低温や急激な気温

上昇により良品生産が難しい端境期である。この時期の生産安定を図るため，初春どりダイ

コンの品種選定および技術開発を行う。本報では，直売所で一定の需要がある短形品種を対

象として品種選定とマルチの比較を行い，今後の資料とする。 

【方 法】 

１．「秋まき茜わらべ」以下 20 品種を 2021 年 10 月 27 日に黒マルチ 9324（株間 24cm，３

条）または 9315（株間 15cm，３条）を敷設した幅7 0cm，通路 70cm の東西方向の畝に１

穴３粒ずつ播種した。播種直後から寒冷紗でトンネル被覆をし，1 1月 29 日から収穫期ま

で「ユーラックカンキ２号」を併用して二重被覆した。間引きは 11 月 11 日に１穴１本

とした。肥料は窒素，リン酸，カリを 10a あたり成分量でそれぞれ 15，25，15kg とし，

全量基肥施用した。収穫および調査は 2022 年３月８日および３月 29日に行った。 

２．「味短歌」以下３品種を 2022 年 10 月 27 日に黒または透明マルチ 9320（株間 20cm，３

条）を敷設した幅 70cm，通路 50cm の東西方向の畝に播種した。播種直後から寒冷紗で

トンネル被覆をし，11月 10 日～2023 年２月 16 日は「ユーラックカンキ２号」を併用し

て二重被覆した。施肥量は上記と同様である。収穫調査は 2023 年３月 16日とした。 

【成果の概要】 

１．黒マルチ9324を敷設して栽培した20品種の枯死株率と抽苔の程度をみると，品種による

差が顕著であった（図１）。このうち，枯死株が発生した品種や抽苔の程度が40を超えた

品種を除外して，黒マルチ9315敷設下の８品種の抽根部の調査を行った（表１）。その結

果，「味短歌，キムチ，三太郎」の３品種は障害が無いか少なかった。次に，３品種の黒

マルチ9324での生育状況をみると，短形品種としては根重があり生育が進み，根径/根長

比が大きく，球形に近い形状をしていた。しかし，特に大きな問題はなく，いずれも有望

とした（表２）。その中でも「味短歌」で揃いが良かった。 

２．黒および透明マルチ9320敷設下で栽培した３品種の抽根部の障害の程度をみると，マル

チは透明，品種は「味短歌」で少なかった（図３）。特に「味短歌」は内部の褐変が見ら

れず，本作型に最も適する品種と判断できる（図４）。生育は透明マルチでやや早く，揃

いも良かった（表３）。 

【残された課題・成果の活用・留意点】 

本栽培では寒冷紗と穴あき農ポリのトンネル被覆を行っているが，より低コストで保温

効果の高い被覆方法について検討を行う。 



 


